
漢
和
辞
典
の
使
い
方

は
じ
め
に

　
昨
今
生
徒
が
辞
書
を
引
く
場
合
、
紙
の
辞
書
や
電
子
辞
書
に
加
え
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
辞
書
ア
プ
リ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞
書
を
使
用
す
る

者
ま
で
幅
広
く
見
受
け
ら
れ
る
。
手
軽
に
辞
書
を
引
け
る
こ
と
は
何
よ
り
で

あ
る
が
、
漢
和
辞
典
に
は
か
な
り
膨
大
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い
か
は
初
学
の
段
階
で
一
度
教
員
か
ら
伝
え
る
と
よ

い
だ
ろ
う
。

　
漢
和
辞
典
を
手
に
と
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
は
序
文
や
凡
例
が
書
か
れ
て
い

る
。
漢
和
辞
典
は
基
本
的
に
、
漢
文
を
読
む
の
に
資
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
、
用
例
も
概
ね
漢
籍
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
国
語
辞
典
に
も
漢
字
や
熟

語
の
説
明
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
と
熟
語
が
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漢
字
の
意
味
と
そ
の
漢
字
を
用
い
た
熟
語
と
を
一
度

に
俯
瞰
す
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

漢
和
辞
典
の
構
成

　
各
辞
書
の
凡
例
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
辞
書
ご
と
の
構
成
が
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
い
る
。
生
徒
が
手
に
取
る
小
型
の
漢
和
辞
典
を
例
に
見
て
み
る
と
、
親

字
を
配
列
し
て
そ
の
意
味
や
用
法
を
説
明
し
、
そ
の
後
に
熟
語
を
載
せ
て
い

る
構
成
が
見
て
取
れ
る
。
親
字
は
『
康
煕
字
典
』
に
基
づ
く
部
首
ご
と
に
配

列
さ
れ
、
各
部
首
の
画
数
が
少
な
い
漢
字
か
ら
順
に
配
列
し
て
あ
る
。
ま
た
、

部
首
内
で
の
画
数
が
同
じ
場
合
は
、
代
表
的
な
字
音
ま
た
は
常
用
音
訓
の
五

十
音
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
親
字
の
字
体
は
、『
康
煕
字
典
』
の
字
体
に
従
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、

「
常
用
漢
字
表
」（
＊
1
）
お
よ
び
「
人
名
用
漢
字
表
」（
＊
2
）
に
含
ま
れ

る
「
常
用
漢
字
」「
人
名
用
漢
字
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
に
拠
っ
て
表
示
さ

れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
概
ね
旧
字
体
や
異
字
体
が
併
記
し
て
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
か
ら
「
常
用
漢
字
表

の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
八
年
二

月
二
十
九
日
付
）（
＊
3
）
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
指
導
の
上
で
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
親
字
の
中
で
も
と
り
わ
け
よ
く
用
い
ら
れ
る
漢
字
と
し
て
「
教
育
漢
字

（
常
用
漢
字
の
う
ち
、
小
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
）」
や
「
常
用
漢
字
」「
人

名
用
漢
字
」
な
ど
が
あ
る
が
、
色
を
変
え
た
り
記
号
を
付
け
た
り
し
て
、
そ

れ
と
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
で
作
ら
れ
た

漢
字
（
国
字
）
に
は
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
記
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
漢
字
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
字
音
（
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
漢
字
の
音
）

と
字
訓
（
漢
字
の
意
味
を
表
す
日
本
固
有
の
読
み
方
）
が
示
し
て
あ
る
。
字

音
は
、
漢
音
・
呉
音
・
唐
（
宋
）
音
、
お
よ
び
日
本
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
慣
用
音
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
る
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
て
あ
る
。

字
訓
は
ひ
ら
が
な
で
示
し
、
送
り
仮
名
の
部
分
に
は
ハ
イ
フ
ン
な
ど
で
切
れ

目
が
入
っ
て
い
る
。

　
　
謝
　
シ
ャ
（
漢
音
）　
ジ
ャ
（
呉
音
）

　
　
　
　
あ
や
ま
─

る

　
ま
た
、
字
音
の
異
な
り
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
場
合
は
、
字
音
に
よ
っ

て
意
味
を
分
け
て
表
示
し
て
あ
る
。
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易
　
イ
…
や
さ
し
い

　
　
　
　
エ
キ
…
交
換
す
る

　
詩
韻
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
学
習
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、

漢
詩
の
押
韻
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
知
識
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
平
水
韻

の
分
類
に
基
づ
く
韻
字
が
示
さ
れ
、
そ
の
四
声
（
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入

声
）
が
何
ら
か
の
記
号
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
現
代
中
国
音
が
ピ
ン
イ
ン
方
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。

　
次
に
字
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
漢
字
は
長
い
時
間
の
中
で
い
く
つ
も
の
意

味
が
派
生
し
た
た
め
、
一
字
多
義
と
な
っ
て
い
る
字
が
多
い
。

　
　
謝
　
①
わ
び
る
　
②
礼
を
の
べ
る
　
③
こ
と
わ
る

　
　
　
　
④
告
げ
る
　
⑤
入
れ
替
わ
る

　
そ
こ
で
、
漢
和
辞
典
で
は
字
義
の
説
明
に
加
え
て
、
そ
の
字
義
で
漢
字
を

用
い
た
熟
語
が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
熟
語
と
な
る
こ
と
で
漢
字

の
意
味
が
確
定
さ
れ
、
理
解
し
や
す
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
漢
文
を
読
む
場

合
に
も
意
味
の
分
か
り
に
く
い
字
は
熟
語
を
想
起
す
る
、
と
い
う
考
え
方
は

役
立
つ
こ
と
を
ぜ
ひ
生
徒
に
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の

語
義
に
熟
語
が
存
在
す
る
訳
で
は
な
く
、
区
別
の
難
し
い
場
合
も
あ
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
①
わ
び
る
「
謝
罪
」　
②
礼
を
述
べ
る
「
謝
恩
」

　
　
③
こ
と
わ
る
「
謝
絶
」　
④
つ
げ
る
　
⑤
入
れ
替
わ
る
「
代
謝
」

　
ま
た
、
漢
字
に
は
日
本
語
独
自
の
意
味
用
法
が
定
着
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
現
代
日
本
語
の
中
で
用
い
ら
れ
る
用
法
を
「
日
本
語
用
法
」
と
し
て
取

り
立
て
て
説
明
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
頂
　〔
日
本
語
用
法
〕「
も
ら
う
」、「
食
べ
る
」
な
ど
の
謙
譲
語

〈
熟
語
〉

　
字
義
の
説
明
の
後
に
は
、
そ
の
漢
字
を
一
字
目
に
用
い
た
熟
語
と
そ
の
意

味
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
配
列
は
主
に
二
字
目
以
降
の
読
み
の
五
十
音
順
に

従
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
親
字
が
前
に
つ
く
熟
語
が
配
列
さ
れ
る
が
、

親
字
が
後
に
つ
く
熟
語
に
つ
い
て
、
最
後
に
示
す
場
合
も
あ
る
。

　
熟
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
場
合
と
同
様
に
①
②
③
…
、
さ
ら
に

は
ア
イ
ウ
…
と
分
け
て
示
し
て
あ
る
。
日
本
語
特
有
の
意
味
及
び
和
製
漢
語

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
記
号
を
付
し
て
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
日
本
の
古
典
や
地
名
・
姓
氏
名
、
動
植
物
名
、
西
洋
人
名
、

地
名
の
漢
字
表
記
な
ど
、
当
て
字
、
熟
字
訓
や
読
み
方
の
難
し
い
語
は
「
難

読
語
」
な
ど
と
し
て
ま
と
め
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

＊
1
　
常
用
漢
字
表
（
平
成
二
十
二
年
内
閣
告
示
第
二
号
）

　�（https://w
w
w
.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/

joho/kijun/naikaku/pdf/joyokanjihyo_20101130.pdf

）

＊
2
　
人
名
用
漢
字
表

　�（https://w
w
w.m
oj.go.jp/content/001131003.pdf

）

＊
3�

　
文
化
庁
「
常
用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
　
平

成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
　
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
）」

　�（https://w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/

hokoku/pdf/92550601_01.pdf

）

漢
和
辞
典
の
引
き
方

　
教
科
書
一
二
四
ペ
ー
ジ
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
が
、
漢
和
辞
典
で
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漢
字
を
調
べ
る
場
合
、
漢
字
の
読
み
方
が
分
か
る
場
合
に
は
音
訓
索
引
で
調

べ
る
の
が
手
早
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
音
訓
の
中
は
画
数
順
に
漢
字
が
並
ん
で
い

る
。「
謝
」
を
調
べ
る
に
は
「
シ
ャ
」
の
項
目
ま
た
は
「
あ
や
ま
る
」
の
項

目
を
調
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
シ
ャ
」
は
同
音
異
字
が
た
く
さ
ん
存
在
す

る
た
め
、
次
に
画
数
で
十
七
画
目
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
同
訓
異
字
は
同
音

異
字
に
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
音
訓
索
引
に
よ
る
検
索
で
は
、
字
訓
で
引
く

方
が
手
早
く
検
索
可
能
で
あ
る
。

　
も
し
漢
字
の
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
部
首
索
引
を
用
い
て
検
索

を
す
る
。
部
首
の
当
た
り
を
つ
け
て
当
該
部
首
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
画
数
順

に
漢
字
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
探
す
こ
と
と
な
る
。
現
在
多
く
の

漢
和
辞
典
が
採
用
し
て
い
る
部
首
は
『
康
煕
字
典
』
の
二
百
十
四
部
首
だ
が
、

各
社
と
も
に
検
索
が
し
や
す
い
よ
う
、『
康
煕
字
典
』
の
分
類
に
は
含
ま
れ

な
い
部
首
を
新
た
に
設
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
の
ど
の
部
分

が
部
首
に
な
る
の
か
、
と
い
う
の
は
一
概
に
は
言
う
こ
と
が
難
し
く
、
生
徒

が
当
た
り
を
つ
け
た
部
首
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。「
夢
」
は

「
夕
」
部
に
分
類
さ
れ
る
が
、
多
く
の
生
徒
は
「
艹
（
艸
）」
部
を
検
索
す
る

だ
ろ
う
。
最
近
の
辞
書
で
は
誤
っ
た
部
首
で
検
索
を
し
て
も
、
そ
の
漢
字
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
へ
と
誘
導
し
て
く
れ
る
も
の
も
多
い
。

　
音
訓
も
部
首
も
不
明
な
場
合
は
、
総
画
索
引
を
用
い
て
検
索
を
す
る
。
総

画
索
引
は
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
順
に
、
ま
た
同
じ
画
数
の
中
で
は
部
首

ご
と
に
漢
字
が
示
し
て
あ
る
。
頭
か
ら
全
部
目
を
通
し
て
い
け
ば
見
つ
け
る

こ
と
は
可
能
だ
が
、
結
局
は
部
首
の
当
た
り
を
つ
け
て
探
し
た
方
が
早
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
漢
和
辞
典
の
辞
書
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、『
漢
辞
海
』、『
新

字
源
』、『
新
漢
語
林
』、『
漢
字
源
』
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
デ
バ
イ
ス
で
も
検
索
可
能
で
あ
り
、
紙

の
辞
書
と
同
様
に
例
文
や
付
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
用
す
る
ソ
フ
ト
と
し
て
は
、

『
新
字
源
』
や
『
新
漢
語
林
』、『
漢
字
源
』
が
購
入
可
能
で
あ
る
。

　
ア
プ
リ
や
ソ
フ
ト
の
便
利
な
点
は
、
デ
バ
イ
ス
の
検
索
結
果
を
直
接
黒
板

な
ど
に
投
影
で
き
る
点
で
あ
る
。
漢
字
の
意
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
合
な
ど
、

生
徒
と
一
緒
に
ど
の
意
味
に
該
当
す
る
の
か
、
と
確
認
を
し
な
が
ら
授
業
を

進
め
ら
れ
、
意
味
を
確
定
す
る
作
業
を
共
有
す
る
こ
と
で
生
徒
自
身
が
漢
和

辞
典
を
活
用
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
他
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
可
能
な
漢
和
辞
典
も
あ
る
の
で
、
以
下
に
紹
介

す
る
。
生
徒
が
一
人
一
台
の
デ
バ
イ
ス
を
利
用
で
き
る
場
合
な
ど
で
は
、
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

・「
漢
字
辞
典online

」

　
漢
字
の
部
首
・
画
数
・
読
み
方
・
筆
順
・
意
味
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
漢
字
辞
典
サ
イ
ト
。
そ
の
漢
字
を
使
っ
た
難
読
読
み
、
四
字
熟
語
や
こ

と
わ
ざ
な
ど
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　（https://kanji.jitenon.jp/

）

・「goo

辞
書
」

　
漢
検
「
漢
字
ペ
デ
ィ
ア
」、
小
学
館
「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
に
収
録
さ
れ

た
約
五
〇
〇
〇
項
目
の
漢
字
が
ま
と
め
て
検
索
で
き
る
漢
字
辞
典
。
漢
字
の

画
数
、
部
首
、
読
み
方
、
意
味
な
ど
が
調
べ
ら
れ
る
。

　（https://dictionary.goo.ne.jp/

）
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言
葉
と
表
現
の
解
答
例

次
の
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
熟
語
の
構
造
を
考
え
て

み
よ
う
。

⑴　

気
絶　
　

⑵　

非
難　
　

⑶　

是
正　
　

⑷　

必
要

⑸　

啓
蒙　
　

⑹　

暴
露　
　

⑺　

暴
発

1
【
答
】

⑴�

　
息
が
途
絶
え
る
。「
気
（
き
）」
＋
「
絶
（
た
ユ
）」
の
主
述
関
係
。

⑵�

　
他
人
の
欠
点
や
過
失
を
責
め
と
が
め
る
。「
非
（
そ
し
ル
）」
＋
「
難

（
な
じ
ル
）」
の
並
列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑶�

　
誤
り
を
正
し
な
お
す
。「
是
（
た
だ
ス
）」
＋
「
正
（
た
だ
ス
）」
の
並

列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑷�

　
ど
う
し
て
も
～
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
必
（
か
な
ら
ズ
）」
＋
「
要

（
も
と
ム
）」
連
用
修
飾
。

⑸�

　
お
ろ
か
な
者
・
知
識
の
浅
い
人
を
導
き
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
せ
る
。

「
啓
（
ひ
ら
ク
）」
＋
「
蒙
（
く
ら
キ
モ
ノ
ヲ
）」
の
述
語
＋
目
的
語
。

⑹�

　
そ
と
に
さ
ら
さ
れ
る
。
か
く
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
に
す
る
。「
暴

（
あ
ら
ハ
ス
）」
＋
「
露
（
あ
ら
ハ
ス
）」
の
並
列
関
係
（
同
格
二
字
）。

⑺�

　
事
件
な
ど
が
突
然
起
こ
る
こ
と
。「
暴
（
に
は
か
ニ
）」
＋
「
発
（
お
こ

ル
）」
の
連
用
修
飾
。

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
熟
語
を
漢
和
辞
典
で
引
い
て
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
後
、

構
成
す
る
漢
字
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
確
認
す
る
と
よ
い
。
い
く
つ
も
載
っ

て
い
る
意
味
の
う
ち
、
ど
の
意
味
で
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え

さ
せ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
熟
語
の
構
造
を
考
え
さ
せ
た

い
。

次
の
漢
字
や
熟
語
の
意
味
を
漢
和
辞
典
で
調
べ
、
現
代
日
本
語
の

意
味
と
の
違
い
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

⑴　

鬼　
　
　

⑵　

城　
　
　

⑶　

故
人　
　

⑷　

人
間

⑸　

百
姓　
　

⑹　

小
人　
　

⑺　

学
者

2
【
答
】

⑴
　〔
漢
文
〕
亡
霊
。
死
者
。（「
キ
」
と
読
む
）〔
日
本
語
〕
お
に
。

⑵
　〔
漢
文
〕
都
市
の
周
り
の
城
壁
。
町
。〔
日
本
語
〕
武
士
の
居
館
。

⑶
　〔
漢
文
〕
昔
な
じ
み
の
人
。
旧
友
。〔
日
本
語
〕
死
ん
だ
人
。

⑷�

　〔
漢
文
〕
人
の
世
。
世
間
。（「
ジ
ン
カ
ン
」
と
読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
ひ
と
。
人
類
。

⑸
　〔
漢
文
〕
庶
民
。
人
民
。（「
ヒ
ャ
ク
セ
イ
」
と
読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
農
民
。

⑹
　〔
漢
文
〕�

身
分
の
低
い
者
。
つ
ま
ら
な
い
人
物
。（「
シ
ョ
ウ
ジ
ン
」
と

読
む
）

　
　〔
日
本
語
〕
幼
い
人
。
こ
ど
も
。

⑺
　〔
漢
文
〕
学
問
を
す
る
者
。
学
問
を
志
す
人
。

　
　〔
日
本
語
〕
学
問
や
研
究
に
従
事
す
る
人
。
研
究
者
。

▼
ポ
イ
ン
ト
▲
　
漢
文
を
読
み
進
め
る
上
で
、
後
々
登
場
し
て
く
る
日
漢
異

義
語
を
挙
げ
た
。
百
姓
の
よ
う
に
読
み
方
か
ら
し
て
異
な
る
場
合
も
あ
る

（
ヒ
ャ
ク
セ
イ
／
ヒ
ャ
ク
シ
ョ
ウ
）
の
で
、
合
わ
せ
て
確
認
さ
せ
た
い
。

�

（
宮
　
利
政
）
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